
北海道別海高等学校

農業特別専攻科
Continuing Education Course in Dairy SINCE 1972



農業特別専攻科
北海道別海高等学校

Continuing Education Course in Dairy SINCE 1972

農業特別専攻科とは

修業期間２年・高等学校卒業以上対象

夏は牧場で実践を、春・秋・冬は通学して
酪農の理論を学べます。(6-9月は自宅学習期間）

自家や牧場で働きながら、通学できます。

農業次世代人材投資資金制度対象校（要審査）

専攻科の学び・学校生活

酪理実践
酪農の理論と実践を学ぶ

豊富な視察研修

全８回の酪農技術現地研修会と学生
の希望に合わせて、町内外の酪農家
や、関連施設への視察研修を実施し
ています。
また年１回、他管内に２泊３日の牧
場視察研修を実施しています。

① 10:50-11:40
② 11:50-12:40
③ 13:25-14:15
④ 14:25-15:15

時程

日本一の酪農王国別海町で働きながら学び、同じ夢を持つ仲間を作りませんか！

農業協同組合・農業改良普及セン
ター・NOSAIなど関係機関や、飼
料・薬品・資材など関係企業に依頼
し、高度な知識や技術、より実践的
な授業を受けることができます。
（全20回以上実施）

外部講師による授業

管内の酪農家への視察普及員による授業家畜栄養学実験の様子



酪農ヘルパーなど正規従業員として法人や農場で働きながら、通学可能です。
実習生用の間借・社宅・住居借入など、ご相談に応じます。
（移住等により一部補助あり）

ご 相 談 に 応 じ ま す ！

研究活動（１年目：基礎研究 ２年目：修了研究）

１年目は、自家経営の内容を把握するために様々なデータを採取し、修了研究に向けた予備調査
研究を行っています。
２年目は、自家経営の実態に即した経営改善や普段の作業内容改善など疑問に思うことや開発に
関する研究・調査を行っています。

令和７年度の研究内容
■１年目  基礎研究 ■２年目 修了研究
「我が家の経営実態調査」 「周産期疾病の低減を目指して」

海外実習（ニュージーランド研修）

２年次に約60日間、ニュージーランドで放牧酪農について学び、異文化で生活することで、
知見を広げることが出来ます。（要審査）

実施内容
期間 10月-11月〔約60日間〕
場所 オークランド近郊 費用 100万円前後
（補助最大60万円）
形態 ファームステイ（放牧酪農）



令和９年(2027年)１月29日(金)

作文・面接
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